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１ 土   

２ 日   

３ 月 
講 話  委 員 会 活 動   

国 際 理 解 教 室 (2)( 3 )  

４ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ  

泰 明 読 書  

個 人 面 談 ①  音 楽 鑑 賞 教 室 (6)  
ユ ニ ク ロ 出 前 授 業 (3）  
林 間 学 校 説 明 会 (5) 

５ 水 
 個 人 面 談 ②  り ぷ り ん と  

開 校 145周 年 記 念 金 管 演 奏 会  

６ 木  個 人 面 談 ③  

７ 金 
体 育 朝 会  

（ 2年 4年 6年 ）  

個 人 面 談 ④  安 全 指 導   
縦 割 り 班 集 会  5時 間 授 業  

８ 土  
土 曜 学 校 公 開 日   
道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座  
Ｐ Ｔ Ａ 子 ど も 縁 日  

９ 日   

1０ 月 講 話  ク ラ ブ 活 動  着 衣 泳 (3）  

１１ 火 
体 育 朝 会  

（ 1年 3年 5年 ）  
個 人 面 談 ⑤  5時 間 授 業  

１２ 水  
４ 時 間 授 業  
セ ー フ テ ィ 教 室 (5) (6 )  

１３ 木 
 個 人 面 談 ⑥  着 衣 泳 (5) 

着 衣 泳 予 備 (3)  

１４ 金 
保 健 講 話  

（石 川 先 生 ）  
個 人 面 談 ⑦  

１５ 土   

１６ 日   

１７ 月  海 の 日       

１８ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ  

泰 明 読 書  

避 難 訓 練  租 税 教 室 (6）  
日 生 劇 場 (3) ( 4 )  
着 衣 泳 予 備 (5)       放  

１９ 水 

 給 食 終   
つ た の 葉 教 室 指 導 終  
5時 間 授 業 (2－ 1) 
4時 間 授 業 (そ の 他 の 学 級 ) 
宇 佐 美 学 園 終 業 式 ・ 帰 園 日  

2０ 木 終 業 式  
B時 程  
宇 佐 美 学 園 出 身 校 学 習 日  

2１ 金  夏 期 休 業 日 始  

２２ 土   

２３ 日   

２４ 月   

２５ 火   

２６ 水   

２７ 木   

２８ 金   

２９ 土   

３０ 日   

３１ 月   

開校１４５周年を祝って         

       校長 荒川 比呂美 

 紫陽花が色鮮やかに目に映る季節になりま

した。プール開き後、梅雨の晴れ間を縫っ

て、どの学年も水泳の学習を進めています。 

 今年度は、様々な機会を捉えて開校１４５

周年の記念の年であることを子供たちに伝え

ています。６月２５日の開校記念日に合わ

せ、２３日には記念集会を、２４日にはお祝

いの式と記念の式を行いました。 

 記念集会は、子供たちが主体で進めまし

た。「泰明クイズ」では、私も初めて知る内

容があり、改めて「泰明」の歴史にふれるこ

とができました。金管バンド部による「ハッ

ピーバースデー・トゥーユー」の演奏、お祝

いのくす玉わり（ハプニングもありました

が）、全校での「泰明に捧げる歌」「校歌・

み空の星」の斉唱は、みんなの声が響き合っ

て、とても温かな雰囲気を作り、お祝いムー

ドを盛り上げていました。この日の給食は、

「お赤飯」「紅白白玉フルーツミックス」、

人気の「唐揚げ」が出て、お祝いしました。 

 ２４日の「お祝いの式」は、全校参加で行

いました。泰明小学校の卒業生であり、子供

たちの大先輩でいらっしゃる、同窓会副会長

の石田様から、かつての泰明小学校の様子を

お聞きしました。常にたくさんの地域の方や

保護者、卒業生が「我らの学校」として見守

り、銀座の街と共に発展してきていることを

実感する機会となりました。その後に行われ

た「記念の式」には、在校生代表として６年

生が参加し、その役目を立派に果たしてくれ

ました。厳かな雰囲気の中、「よろこびの言

葉」の中で、泰明小学校への思いを「ふるさ

と」の歌に乗せ、これからの決意も力強く伝

えてくれました。 

新しい時代の「泰明小学校」を築いていく

子供たちに、自信と誇りをもって学校生活を

送ってほしいとエールを送りました。 

 

（ ） は 学 年 で す 。  

中央区立泰明小学校 第３９０号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

 

Taimei ・令和５・７ 

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

７月のカレンダー    こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  

２ 学 期 始業 式 は、  

９ 月 １ 日 (金 )です 。  



 

「社会科校外学習」  

３ 年 担 任   原  勇太  

３ 年 生 の社 会 科で は中 央 区 につ い て学 習を 行 い ます 。 まち たん け ん で 身 近 なま ちの 様 子

や 特 徴 を知 っ たり 、中 央 区 の建 物 や交 通・ 人 の 様子 に 着目 して 調 べ 学習 を 行っ たり し ま し

た 。 ６ 月２ 日 （金 ）に は 、 社会 科 校外 学習 が あ りま し た。 隅田 川 を 下る 水 上バ スで は 、 地

域 の 雰 囲気 の 違い を目 で 見 なが ら 、 い くつ も の 橋の 下 をく ぐり ま し た。 そ の橋 が地 域 と 地

域 を つ なげ て いる こと に 驚 いて い まし た 。 貨 幣 博物 館 では 、貨 幣 の 歴史 や 造幣 技術 な ど を

学 び ま した 。 難し い内 容 が あっ て も子 供た ち は 熱心 に メモ をと っ て いま し た。  

教 室 で 知識 を 学ぶ だけ で は なく 、 実際 に見 た り 感じ た りす るこ と で 、さ ら に深 い学 び へ

と つ な げて い く こ とが で き ます 。 これ から も 、 実感 の 伴っ た学 習 を 多く 行 って いき た い と

思 い ま す。  

「セカンドスクール」  

        4 年 担 任  佐 藤  か おり  

６ 月 ７ 日か ら ６月 ８日 ま で 、小 学 校生 活

で 初 め ての 宿 泊行 事「 柏 セ カン ド スク ー

ル 」 に 行っ て きま した 。 今 年度 か ら １ 泊２

日 と な りま し たが 、 一 人 一 人が 選 択し たチ

ャ レ ン ジ活 動 、星 座の 観 察 、 ス ポ レク フェ

ス タ 、 川柳 作 りな ど充 実 し た活 動 がで きた

１ 泊 ２ 日と な りま した 。  

日 々 変 わる 天 気予 報を 見 て 心配 し てい ま

し た が 、天 気 にも 恵ま れ た 宿泊 学 習と なり

ま し た 。普 段 の学 校生 活 で はあ ま り身 近に

は な い 自然 体 験を 通し て 、 目に 見 えな い自

然 の 音 や虫 の 声、 風の ゆ ら ぎ、 夜 の空 気を

味 わ う こと が でき まし た 。  

２ 日 間 の生 活 を通 して 、 で きる 範 囲で 自

分 た ち の力 で やり 遂げ る こ とや 、 友達 との

関 わ り 合い 、 様々 な体 験 を する こ とに よ

り 、 帰 校し た 子供 たち の 表 情か ら はひ と回

り 逞 し く成 長 し た 様子 が う かが え まし た 。  

こ の ２ 日間 の 経験 を今 後 の 学習 に 生か

し 、 さ らに 成 長で きる よ う にし て いき たい

で す 。  

 

 

「開校１４５周年・開園７０周年を祝う」 
            周年委員会  藤田 聡子 

去 る ６ 月２ ３ 日、 代表 委 員 会が 中 心と な

り 、 開 校開 園 記念 集会 が 行 われ ま した 。

「 泰 明 に捧 げ る歌 」か ら 始 まり 、 泰明 クイ

ズ で は 「泰 明 」と いう 名 前 は「 天 下に 光り

輝 く 」 とい う 意味 であ る と わか り 、驚 きの

声 を 上 げて い る様 子も み ら れま し た。 ま

た 、 み んな で 作っ たく す 玉 わり で は、 金管

バ ン ド 部の 演 奏す る「 ハ ッ ピー バ ース ディ

・ ト ゥ ー・ ユ ー」 の演 奏 の 後、 「 おめ でと

う 」 の かけ 声 とと もに 星 が 散り ば めら れ、

お 祝 い の雰 囲 気が 盛り 上 が りま し た。  

翌 日 ２ ４日 の お祝 いの 式 で は各 ク ラス の

代 表 に よる お 祝い の言 葉 や 同窓 会 副会 長の

石 田 様 によ る 、昔 の泰 明 の 様子 を 伺う こと

が で き まし た 。最 後に 歌 っ た「 校 歌」 「園

歌 」 は 気持 ち のこ もっ た 歌 声で し た。 １０

時 か ら の記 念 の式 には ６ 年 生と ゆ り組 が出

席 し 、 「よ ろ こび の言 葉 」 とと も に、 島崎

藤 村 の 「椰 子 の実 」の 朗 読 や、 校 歌の 作曲

者 で あ る岡 野 貞一 作曲 「 ふ るさ と 」の 二部

合 唱 が 講堂 に 響き まし た 。  

今 後 も 演奏 会 や体 験会 な ど 様々 な 周年 イ

ベ ン ト が続 き ます 。周 年 行 事を 通 して 、歴

史 あ る 学校 で 学ん でい る こ とに 誇 りや 感謝

の 気 持 ちを も って 過ご せ る よう に と願 って

い ま す 。  

 

 

 

 


